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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮要素（20）と熱源熱交換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、
　利用熱交換器（70）を有する利用回路（16）と、
　前記利用熱交換器（70）に空気を搬送する利用ファン（17）と、
　制御部（200）とを備え、
　前記熱源回路（11）と前記利用回路（16）とが接続されて冷凍サイクルを行う冷媒回路
（100）が構成され、
　前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）と前記利用熱交換器（70）とを連通させ
る液通路（P1）と、前記液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）とを有し、
　前記制御部（200）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ（4
1）内の圧力（RP）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（V1
）を開状態にし、前記利用ファン（17）を停止状態にする
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記熱源回路（11）が設けられる熱源ユニット（10）と、
　前記利用回路（16）が設けられる利用ユニット（15）とを備え、
　前記第１膨張弁（V1）は、前記利用ユニット（15）に設けられる
ことを特徴とする冷凍装置。
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【請求項３】
　請求項２において、
　前記制御部（200）は、前記熱源ユニット（10）に設けられる熱源制御部（14）と、前
記利用ユニット（15）に設けられて前記第１膨張弁（V1）を制御する利用制御部（18）と
を有し、
　前記熱源制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ
（41）内の圧力（RP）が前記第１圧力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（V1）を開状
態にすることを指示する開放信号（SS）を前記利用制御部（18）に送信し、
　前記利用制御部（18）は、前記開放信号（SS）に応答して前記第１膨張弁（V1）を開状
態にする
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１つにおいて、
　前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた作動圧
力を上回ると作動する圧力逃がし弁（RV）を有し、
　前記第１圧力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低い
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１つにおいて、
　前記制御部（200）は、前記圧縮要素（20）が停止状態になる前に、前記利用熱交換器
（70）内の冷媒が前記熱源回路（11）に回収されるように前記冷媒回路（100）を制御す
る
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１つにおいて、
　前記冷媒回路（100）を流れる冷媒は、二酸化炭素である
ことを特徴とする冷凍装置。
【請求項７】
　利用熱交換器（70）を有する利用回路（16）と前記利用熱交換器（70）に空気を搬送す
る利用ファン（17）とが設けられる利用ユニット（15）とともに冷凍装置（1）を構成す
る熱源ユニットであって、
　圧縮要素（20）と熱源熱交換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、
　熱源制御部（14）とを備え、
　前記熱源回路（11）と前記利用回路（16）とが接続されて冷凍サイクルを行う冷媒回路
（100）が構成され、
　前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）と前記利用熱交換器（70）とを連通させ
る液通路（P1）と、前記液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）とを有し、
　前記熱源制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ
（41）内の圧力（RP）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（
V1）を開状態にし、前記利用ファン（17）を停止状態にする
ことを特徴とする熱源ユニット。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記利用ユニット（15）には、前記第１膨張弁（V1）と、前記第１膨張弁（V1）を開状
態にすることを指示する開放信号（SS）に応答して前記第１膨張弁（V1）を開状態にする
利用制御部（18）とが設けられ、
　前記熱源制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ
（41）内の圧力（RP）が前記第１圧力（Pth1）を上回ると、前記開放信号（SS）を前記利
用制御部（18）に送信する
ことを特徴とする熱源ユニット。
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【請求項９】
　請求項７または８において、
　前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた作動圧
力を上回ると作動する圧力逃がし弁（RV）を有し、
　前記第１圧力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低い
ことを特徴とする熱源ユニット。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか１つにおいて、
　前記熱源制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態になる前に、前記利用熱交換
器（70）内の冷媒が前記熱源回路（11）に回収されるように前記冷媒回路（100）を制御
する
ことを特徴とする熱源ユニット。
【請求項１１】
　請求項７～１０のいずれか１つにおいて、
　前記冷媒回路（100）を流れる冷媒は、二酸化炭素である
ことを特徴とする熱源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、冷凍装置および熱源ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、熱源側ユニットと利用側ユニットとを備えた冷凍装置が開示されてい
る。熱源側ユニットは、圧縮機と熱源側熱交換器とレシーバとを有する。レシーバは、冷
却運転時に高圧液冷媒を貯留する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１９－６６０８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のような冷凍装置では、圧縮機の停止中にレシーバ内の圧力が上昇するおそ
れがある。例えば、圧縮機の停止中にレシーバの周囲の温度が高くなると、レシーバ内の
冷媒が蒸発し、レシーバ内の圧力が上昇する。その結果、レシーバ内の圧力が異常となる
おそれがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の第１の態様は、冷凍装置に関し、この冷凍装置は、圧縮要素（20）と熱源熱交
換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、利用熱交換器（70）を有する
利用回路（16）と、前記利用熱交換器（70）に空気を搬送する利用ファン（17）と、制御
部（200）とを備え、前記熱源回路（11）と前記利用回路（16）とが接続されて冷凍サイ
クルを行う冷媒回路（100）が構成され、前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）と
前記利用熱交換器（70）とを連通させる液通路（P1）と、前記液通路（P1）に設けられる
第１膨張弁（V1）とを有し、前記制御部（200）は、前記圧縮要素（20）が停止状態であ
る場合に、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回
ると、前記第１膨張弁（V1）を開状態にし、前記利用ファン（17）を停止状態にする。
【０００６】
　第１の態様では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力
（Pth1）を上回る場合に、液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）を開状態にするこ
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とにより、レシーバ（41）内の冷媒を利用熱交換器（70）に移動させることができる。こ
れにより、レシーバ（41）内の圧力（RP）を低下させることができるので、圧縮要素（20
）の停止中におけるレシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制することができる。
【０００７】
　また、第１の態様では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第
１圧力（Pth1）を上回る場合に利用ファン（17）を停止状態にすることにより、レシーバ
（41）から排出されて利用熱交換器（70）に溜まる冷媒と熱交換した空気が利用ユニット
（15）から吹き出されるという事態を回避することができる。
【０００８】
　本開示の第２の態様は、第１の態様において、前記熱源回路（11）が設けられる熱源ユ
ニット（10）と、前記利用回路（16）が設けられる利用ユニット（15）とを備え、前記第
１膨張弁（V1）は、前記利用ユニット（15）に設けられることを特徴とする冷凍装置であ
る。
【０００９】
　第２の態様では、利用ユニット（15）に設けられる利用膨張弁（71）を第１膨張弁（V1
）として使用することができる。これにより、利用膨張弁（71）とは異なる膨張弁を第１
膨張弁（V1）として液通路（P1）に設ける場合よりも、冷媒回路（100）の部品点数を削
減することができる。
【００１０】
　本開示の第３の態様は、第２の態様において、前記制御部（200）は、前記熱源ユニッ
ト（10）に設けられる熱源制御部（14）と、前記利用ユニット（15）に設けられて前記第
１膨張弁（V1）を制御する利用制御部（18）とを有し、前記熱源制御部（14）は、前記圧
縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が前記第１圧
力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（V1）を開状態にすることを指示する開放信号（
SS）を前記利用制御部（18）に送信し、前記利用制御部（18）は、前記開放信号（SS）に
応答して前記第１膨張弁（V1）を開状態にすることを特徴とする冷凍装置である。
【００１１】
　第３の態様では、熱源制御部（14）と利用制御部（18）との動作により、圧縮要素（20
）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回る場合に、液通路
（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）を開状態にすることができる。これにより、レシー
バ（41）内の冷媒を利用熱交換器（70）に移動させることができるので、レシーバ（41）
内の圧力（RP）を低下させることができる。そのため、圧縮要素（20）の停止中における
レシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制することができる。
【００１２】
　本開示の第４の態様は、第１～第３の態様のいずれか１つにおいて、前記冷媒回路（10
0）は、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた作動圧力を上回ると作動す
る圧力逃がし弁（RV）を有し、前記第１圧力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低いことを
特徴とする冷凍装置である。
【００１３】
　第４の態様では、第１膨張弁（V1）を開状態にする動作の実行の要否の判定基準となる
第１圧力（Pth1）を圧力逃がし弁（RV）の作動圧力よりも低くすることにより、レシーバ
（41）内の圧力（RP）が圧力逃がし弁（RV）の作動圧力を超えて圧力逃がし弁（RV）が作
動する前に、第１膨張弁（V1）を開状態にする動作を開始することができる。これにより
、圧力逃がし弁（RV）が作動する前に、レシーバ（41）内の圧力（RP）を低下させること
ができる。
【００１４】
　本開示の第５の態様は、第１～第４の態様のいずれか１つにおいて、前記制御部（200
）は、前記圧縮要素（20）が停止状態になる前に、前記利用熱交換器（70）内の冷媒が前
記熱源回路（11）に回収されるように前記冷媒回路（100）を制御することを特徴とする
冷凍装置である。
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【００１５】
　第５の態様では、圧縮要素（20）が停止状態になる前に、利用熱交換器（70）内の冷媒
を熱源回路（11）に回収することにより、利用熱交換器（70）内の冷媒を熱源回路（11）
に貯留することができる。
【００１６】
　本開示の第６の態様は、第１～第５の態様のいずれか１つにおいて、前記冷媒回路（10
0）を流れる冷媒は、二酸化炭素であることを特徴とする冷凍装置である。
【００１７】
　第６の態様では、二酸化炭素を冷媒として用いることにより、冷凍装置において、冷媒
の圧力が臨界圧力以上となる冷凍サイクルを行うことができる。
【００１８】
　本開示の第７の態様は、利用熱交換器（70）を有する利用回路（16）と前記利用熱交換
器（70）に空気を搬送する利用ファン（17）とが設けられる利用ユニット（15）とともに
冷凍装置（1）を構成する熱源ユニットに関し、この熱源ユニットは、圧縮要素（20）と
熱源熱交換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、熱源制御部（14）と
を備え、前記熱源回路（11）と前記利用回路（16）とが接続されて冷凍サイクルを行う冷
媒回路（100）が構成され、前記冷媒回路（100）は、前記レシーバ（41）と前記利用熱交
換器（70）とを連通させる液通路（P1）と、前記液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（
V1）とを有し、前記熱源制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、
前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回ると、前記
第１膨張弁（V1）を開状態ににし、前記利用ファン（17）を停止状態にする。
【００１９】
　第７の態様では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力
（Pth1）を上回る場合に、液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）を開状態にするこ
とにより、レシーバ（41）内の冷媒を利用熱交換器（70）に移動させることができる。こ
れにより、レシーバ（41）内の圧力（RP）を低下させることができるので、圧縮要素（20
）の停止中におけるレシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制することができる。
【００２０】
　また、第７の態様では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第
１圧力（Pth1）を上回る場合に利用ファン（17）を停止状態にすることにより、レシーバ
（41）から排出されて利用熱交換器（70）に溜まる冷媒と熱交換した空気が利用ユニット
（15）から吹き出されるという事態を回避することができる。
【００２１】
　本開示の第８の態様は、第７の態様において、前記利用ユニット（15）には、前記第１
膨張弁（V1）と、前記第１膨張弁（V1）を開状態にすることを指示する開放信号（SS）に
応答して前記第１膨張弁（V1）を開状態にする利用制御部（18）とが設けられ、前記熱源
制御部（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ（41）内の
圧力（RP）が前記第１圧力（Pth1）を上回ると、前記開放信号（SS）を前記利用制御部（
18）に送信することを特徴とする熱源ユニットである。
【００２２】
　第８の態様では、利用ユニット（15）に設けられる利用膨張弁（71）を第１膨張弁（V1
）として使用することができる。これにより、利用膨張弁（71）とは異なる膨張弁を第１
膨張弁（V1）として液通路（P1）に設ける場合よりも、冷媒回路（100）の部品点数を削
減することができる。
【００２３】
　本開示の第９の態様は、第７または第８の態様において、前記冷媒回路（100）は、前
記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた作動圧力を上回ると作動する圧力逃が
し弁（RV）を有し、前記第１圧力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低いことを特徴とする
熱源ユニットである。
【００２４】
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　第９の態様では、第１膨張弁（V1）を開状態にする動作の実行の要否の判定基準となる
第１圧力（Pth1）を圧力逃がし弁（RV）の作動圧力よりも低くすることにより、レシーバ
（41）内の圧力（RP）が圧力逃がし弁（RV）の作動圧力を超えて圧力逃がし弁（RV）が作
動する前に、第１膨張弁（V1）を開状態にする動作を開始することができる。これにより
、圧力逃がし弁（RV）が作動する前に、レシーバ（41）内の圧力（RP）を低下させること
ができる。
【００２５】
　本開示の第１０の態様は、第７～第９の態様のいずれか１つにおいて、前記熱源制御部
（14）は、前記圧縮要素（20）が停止状態になる前に、前記利用熱交換器（70）内の冷媒
が前記熱源回路（11）に回収されるように前記冷媒回路（100）を制御することを特徴と
する熱源ユニットである。
【００２６】
　第１０の態様では、圧縮要素（20）が停止状態になる前に、利用熱交換器（70）内の冷
媒を熱源回路（11）に回収することにより、利用熱交換器（70）内の冷媒を熱源回路（11
）に貯留することができる。
【００２７】
　本開示の第１１の態様は、第７～第１０の態様のいずれか１つにおいて、前記冷媒回路
（100）を流れる冷媒は、二酸化炭素であることを特徴とする熱源ユニットである。
【００２８】
　第１１の態様では、二酸化炭素を冷媒として用いることにより、熱源ユニットを備える
冷凍装置（1）において、冷媒の圧力が臨界圧力以上となる冷凍サイクルを行うことがで
きる。
【００２９】
　本開示の第１２の態様は、冷凍装置に関し、この冷凍装置は、圧縮要素（20）と熱源熱
交換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、利用熱交換器（70）を有す
る利用回路（16）と、制御部（200）とを備え、前記熱源回路（11）と前記利用回路（16
）とが接続されて冷凍サイクルを行う冷媒回路（100）が構成され、前記冷媒回路（100）
は、前記レシーバ（41）と前記利用熱交換器（70）とを連通させる液通路（P1）と、前記
液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）と、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予
め定められた作動圧力を上回ると作動する圧力逃がし弁（RV）とを有し、前記制御部（20
0）は、前記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ（41）内の圧力（RP
）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（V1）を開状態にし、
前記第１圧力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低い。
【００３０】
　本開示の第１３の態様は、利用熱交換器（70）を有する利用回路（16）が設けられる利
用ユニット（15）とともに冷凍装置（1）を構成する熱源ユニットに関し、この熱源ユニ
ットは、圧縮要素（20）と熱源熱交換器（40）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11
）と、熱源制御部（14）とを備え、前記熱源回路（11）と前記利用回路（16）とが接続さ
れて冷凍サイクルを行う冷媒回路（100）が構成され、前記冷媒回路（100）は、前記レシ
ーバ（41）と前記利用熱交換器（70）とを連通させる液通路（P1）と、前記液通路（P1）
に設けられる第１膨張弁（V1）と、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた
作動圧力を上回ると作動する圧力逃がし弁（RV）とを有し、前記熱源制御部（14）は、前
記圧縮要素（20）が停止状態である場合に、前記レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定
められた第１圧力（Pth1）を上回ると、前記第１膨張弁（V1）を開状態にし、前記第１圧
力（Pth1）は、前記作動圧力よりも低い。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、実施形態の冷凍装置の構成を例示する配管系統図である。
【図２】図２は、冷設稼働運転における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
【図３】図３は、冷房運転における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
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【図４】図４は、冷房兼冷設稼働運転における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
【図５】図５は、暖房運転における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
【図６】図６は、暖房兼冷設稼働運転における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
【図７】図７は、第１動作における冷媒の流れを例示する配管系統図である。
【図８】図８は、圧縮要素の停止中の動作制御を例示するフローチャートである。
【図９】図９は、第１動作開始時のファン制御を例示するフローチャートである。
【図１０】図１０は、第１動作中の動作制御を例示するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して実施の形態を詳しく説明する。なお、図中同一または相当部分に
は同一の符号を付しその説明は繰り返さない。
【００３３】
　（冷凍装置）
　図１は、実施形態により冷凍装置（1）の構成を例示する。冷凍装置（1）は、熱源ユニ
ット（10）と、１つまたは複数の利用ユニット（15）とを備える。熱源ユニット（10）と
１つまたは複数の利用ユニット（15）とがガス連絡配管（P11）と液連絡配管（P12）によ
り接続されて冷媒回路（100）が構成される。
【００３４】
　この例では、冷凍装置（1）は、冷蔵庫、冷凍庫、ショーケースなどの冷凍設備（以下
「冷設」と記載）の庫内の冷却と、室内の空調とを行う。具体的には、冷凍装置（1）は
、２つの利用ユニット（15）を備える。２つの利用ユニット（15）のうち一方は、室内に
設けられる室内ユニット（15a）を構成し、他方は、冷設に設けられる冷設ユニット（15b
）を構成する。この例では、熱源ユニット（10）は、室外に設けられる。また、冷凍装置
（1）には、室内ユニット（15a）に対応する第１ガス連絡配管（P13）および第１液連絡
配管（P14）と、冷設ユニット（15b）に対応する第２ガス連絡配管（P15）および第２液
連絡配管（P16）とが設けられる。そして、熱源ユニット（10）と室内ユニット（15a）と
が第１ガス連絡配管（P13）と第１液連絡配管（P14）により接続され、且つ、熱源ユニッ
ト（10）と冷設ユニット（15b）とが第２ガス連絡配管（P15）と第２液連絡配管（P16）
により接続されて、冷媒回路（100）が構成される。
【００３５】
　冷媒回路（100）では、冷媒が循環することで冷凍サイクルが行われる。この例では、
冷媒回路（100）に充填される冷媒は、二酸化炭素である。冷媒回路（100）は、冷媒の圧
力が臨界圧力以上となる冷凍サイクルが行われるように構成される。
【００３６】
　　〔熱源ユニットと利用ユニット〕
　熱源ユニット（10）には、熱源回路（11）と、熱源ファン（12）と、冷却ファン（13）
と、熱源制御部（14）とが設けられる。利用ユニット（15）には、利用回路（16）と、利
用ファン（17）と、利用制御部（18）とが設けられる。そして、熱源回路（11）のガス端
と利用回路（16）のガス端とがガス連絡配管（P11）により接続され、熱源回路（11）の
液端と利用回路（16）の液端とが液連絡配管（P12）により接続される。これにより、冷
媒回路（100）が構成される。
【００３７】
　この例では、熱源回路（11）のガス端と室内ユニット（15a）の利用回路（16）のガス
端とが第１ガス連絡配管（P13）により接続され、熱源回路（11）の液端と室内ユニット
（15a）の利用回路（16）の液端とが第１液連絡配管（P14）により接続される。熱源回路
（11）のガス端と冷設ユニット（15b）の利用回路（16）のガス端とが第２ガス連絡配管
（P15）により接続され、熱源回路（11）の液端と冷設ユニット（15b）の利用回路（16）
の液端とが第２液連絡配管（P16）により接続される。
【００３８】
　　〔熱源回路〕
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　熱源回路（11）は、圧縮要素（20）と、切換ユニット（30）と、熱源熱交換器（40）と
、レシーバ（41）と、冷却熱交換器（42）と、中間冷却器（43）と、第１熱源膨張弁（44
a）と、第２熱源膨張弁（44b）と、冷却膨張弁（45）と、ガス抜き弁（46）と、圧力逃が
し弁（RV）とを有する。また、熱源回路（11）には、第１～第８熱源通路（P41～P48）が
設けられる。例えば、第１～第８熱源通路（P41～P48）は、冷媒配管により構成される。
【００３９】
　　　〈圧縮要素〉
　圧縮要素（20）は、冷媒を吸入し、吸入した冷媒を圧縮して吐出する。この例では、圧
縮要素（20）は、複数の圧縮機を有する。具体的には、圧縮要素（20）は、第１圧縮機（
21）と、第２圧縮機（22）と、第３圧縮機（23）とを有する。なお、この例では、圧縮要
素（20）は、二段圧縮式であり、第１圧縮機（21）と第２圧縮機（22）が低段側の圧縮機
であり、第３圧縮機（23）が高段側の圧縮機である。また、第１圧縮機（21）は、室内ユ
ニット（15a）に対応し、第２圧縮機（22）は、冷設ユニット（15b）に対応する。
【００４０】
　第１圧縮機（21）は、吸入ポートと吐出ポートとを有し、吸入ポートを通じて冷媒を吸
入して冷媒を圧縮し、その圧縮された冷媒を吐出ポートを通じて吐出する。この例では、
第１圧縮機（21）は、電動機と電動機により回転駆動される圧縮機構とを有する回転式の
圧縮機である。例えば、第１圧縮機（21）は、スクロール圧縮機である。また、第１圧縮
機（21）は、回転数（運転周波数）が調節可能な可変容量式の圧縮機である。
【００４１】
　なお、第２圧縮機（22）および第３圧縮機（23）の各々の構成は、第１圧縮機（21）の
構成と同様である。この例では、第１圧縮機（21）と第２圧縮機（22）と第３圧縮機（23
）の各々の吸入ポートが圧縮要素（20）の入口を構成し、第３圧縮機（23）の吐出ポート
が圧縮要素（20）の出口を構成する。
【００４２】
　また、この例では、圧縮要素（20）には、第１～第３吸入通路（P21～P23）と、第１～
第３吐出通路（P24～P26）と、中間通路（P27）とが設けられる。例えば、これらの通路
（P21～P27）は、冷媒配管により構成される。第１～第３吸入通路（P21～P23）の一端は
、第１～第３圧縮機（21～23）の吸入ポートにそれぞれ接続される。第１吸入通路（P21
）の他端は、切換ユニット（30）の第２ポート（Q2）に接続される。第２吸入通路（P22
）の他端は、第２ガス連絡配管（P15）の一端に接続される。第１～第３吐出通路（P24～
P26）の一端は、第１～第３圧縮機（21～23）の吐出ポートにそれぞれ接続される。第３
吐出通路（P26）の他端は、切換ユニット（30）の第１ポート（Q1）に接続される。中間
通路（P27）の一端は、第１吐出通路（P24）の他端および第２吐出通路（P25）の他端に
接続され、中間通路（P27）の他端は、第３吸入通路（P23）の他端に接続される。
【００４３】
　　　〈切換ユニット〉
　切換ユニット（30）は、第１ポート（Q1）と第２ポート（Q2）と第３ポート（Q3）と第
４ポート（Q4）を有し、第１～第４ポート（Q1～Q4）の間の連通状態が切り換えられる。
第１ポート（Q1）は、第３吐出通路（P26）により圧縮要素（20）の出口である第３圧縮
機（23）の吐出ポートに接続される。第２ポート（Q2）は、第１吸入通路（P21）により
第１圧縮機（21）の吸入ポートに接続される。第３ポート（Q3）は、第１熱源通路（P41
）の一端に接続され、第１熱源通路（P41）の他端は、第１ガス連絡配管（P13）の一端に
接続される。第４ポート（Q4）は、第２熱源通路（P42）の一端に接続され、第２熱源通
路（P42）の他端は、熱源熱交換器（40）のガス端に接続される。
【００４４】
　この例では、切換ユニット（30）は、第１三方弁（31）と、第２三方弁（32）とを有す
る。また、切換ユニット（30）には、第１～第４切換通路（P31～P34）が設けられる。第
１～第４切換通路（P31～P34）は、例えば、冷媒配管により構成される。第１三方弁（31
）は、第１～第３ポートを有し、第１ポートと第３ポートとが連通する第１連通状態（図
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１の実線で示す状態）と、第２ポートと第３ポートとが連通する第２連通状態（図１の破
線で示す状態）とに切り換えられる。第２三方弁（32）の構成は、第１三方弁（31）の構
成と同様である。
【００４５】
　第１切換通路（P31）は、第１三方弁（31）の第１ポートと第３吐出通路（P26）の他端
とを接続する。第２切換通路（P32）は、第２三方弁（32）の第１ポートと第３吐出通路
（P26）の他端とを接続する。第３切換通路（P33）は、第１三方弁（31）の第２ポートと
第１吸入通路（P21）の他端とを接続する。第４切換通路（P34）は、第２三方弁（32）の
第２ポートと第１吸入通路（P21）の他端とを接続する。第１三方弁（31）の第３ポート
は、第１熱源通路（P41）により第１ガス連絡配管（P13）の一端に接続される。第２三方
弁（32）の第３ポートは、第２熱源通路（P42）により熱源熱交換器（40）のガス端に接
続される。
【００４６】
　この例では、第１切換通路（P31）と第２切換通路（P32）と第３吐出通路（P26）との
接続部が第１ポート（Q1）を構成し、第３切換通路（P33）と第４切換通路（P34）と第１
吸入通路（P21）との接続部が第２ポート（Q2）を構成する。第１三方弁（31）の第３ポ
ートが第３ポート（Q3）を構成し、第２三方弁（32）の第３ポートが第４ポート（Q4）を
構成する。
【００４７】
　　　〈熱源ファンと熱源熱交換器〉
　熱源ファン（12）は、熱源熱交換器（40）の近傍に配置され、熱源熱交換器（40）に空
気（この例では室外空気）を搬送する。熱源熱交換器（40）は、熱源熱交換器（40）を流
れる冷媒と熱源ファン（12）により熱源熱交換器（40）に搬送される空気とを熱交換させ
る。例えば、熱源熱交換器（40）は、フィンアンドチューブ式の熱交換器である。
【００４８】
　この例では、熱源熱交換器（40）のガス端は、第２熱源通路（P42）により切換ユニッ
ト（30）の第４ポート（Q4）に接続される。熱源熱交換器（40）の液端は、第３熱源通路
（P43）の一端に接続され、第３熱源通路（P43）の他端は、レシーバ（41）の入口に接続
される。
【００４９】
　　　〈レシーバ〉
　レシーバ（41）は、冷媒を貯留し、冷媒をガス冷媒と液冷媒とに分離させる。例えば、
レシーバ（41）は、圧力容器により構成される。また、レシーバ（41）は、防熱構造を有
する。例えば、レシーバ（41）の周壁には、断熱材で構成された断熱層が設けられる。
【００５０】
　この例では、レシーバ（41）の入口は、第３熱源通路（P43）により熱源熱交換器（40
）の液端に接続される。レシーバ（41）の液出口は、第４熱源通路（P44）により液連絡
配管（P12）の一端に接続される。具体的には、第４熱源通路（P44）は、主通路（P44a）
と、第１分岐通路（P44b）と、第２分岐通路（P44c）とを有する。主通路（P44a）の一端
は、レシーバ（41）の液出口に接続される。第１分岐通路（P44b）の一端は、主通路（P4
4a）の他端に接続され、第１分岐通路（P44b）の他端は、第１液連絡配管（P14）の一端
に接続される。第２分岐通路（P44c）の一端は、主通路（P44a）の他端に接続され、第２
分岐通路（P44c）の他端は、第２液連絡配管（P16）の一端に接続される。
【００５１】
　また、この例では、第５熱源通路（P45）の一端は、第４熱源通路（P44）の第１中途部
（Q41）に接続され、第５熱源通路（P45）の他端は、第３熱源通路（P43）の第１中途部
（Q31）に接続される。第６熱源通路（P46）の一端は、第４熱源通路（P44）の第２中途
部（Q42）に接続され、第６熱源通路（P46）の他端は、第３吸入通路（P23）の他端に接
続される。第７熱源通路（P47）の一端は、レシーバ（41）のガス出口に接続され、第７
熱源通路（P47）の他端は、第６熱源通路（P46）の中途部（Q60）に接続される。第８熱



(10) JP 6904395 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

源通路（P48）の一端は、第３熱源通路（P43）の第２中途部（Q32）に接続され、第８熱
源通路（P48）の他端は、第４熱源通路（P44）の第３中途部（Q43）に接続される。
【００５２】
　なお、第３熱源通路（P43）の第２中途部（Q32）は、第３熱源通路（P43）において第
１中途部（Q31）とレシーバ（41）との間に位置する。第４熱源通路（P44）では、レシー
バ（41）の液出口から液連絡配管（P12）の一端へ向けて第１中途部（Q41）と第２中途部
（Q42）と第３中途部（Q43）とが順に並んでいる。具体的には、第４熱源通路（P44）の
第１中途部（Q41）は、第４熱源通路（P44）の主通路（P44a）に位置する。第４熱源通路
（P44）の第２中途部（Q42）は、第４熱源通路（P44）の主通路（P44a）において第１中
途部（Q41）と主通路（P44a）の他端（主通路（P44a）と第１分岐通路（P44b）と第２分
岐通路（P44c）との接続部）との間に位置する。第４熱源通路（P44）の第３中途部（Q43
）は、第４熱源通路（P44）の第１分岐通路（P44b）に位置する。
【００５３】
　　　〈熱源通路〉
　この例では、第１熱源通路（P41）は、圧縮要素（20）の出口と室内ユニット（15a）の
利用回路（16）のガス端とを連通させるために設けられる通路である。第２熱源通路（P4
2）は、圧縮要素（20）の出口と熱源熱交換器（40）のガス端とを連通させるために設け
られる通路である。第３熱源通路（P43）は、熱源熱交換器（40）の液端とレシーバ（41
）の入口とを連通させるために設けられる通路である。第４熱源通路（P44）は、レシー
バ（41）の液出口と室内ユニット（15a）および冷設ユニット（15b）の利用回路（16）の
液端とを連通させるために設けられる通路である。第５熱源通路（P45）は、レシーバ（4
1）の液出口と熱源熱交換器（40）の液端とを連通させるために設けられる通路である。
第６熱源通路（P46）は、第４熱源通路（P44）を流れる冷媒の一部を圧縮要素（20）の入
口（この例では第３圧縮機（23）の吸入ポート）に供給するために設けられる通路（イン
ジェクション通路）である。第７熱源通路（P47）は、レシーバ（41）内に貯留されたガ
ス冷媒をレシーバ（41）から排出するために設けられる通路（ガス抜き通路）である。第
８熱源通路（P48）は、室内ユニット（15a）の利用回路（16）の液端とレシーバ（41）の
入口とを連通させるために設けられる通路である。
【００５４】
　　　〈冷却熱交換器〉
　冷却熱交換器（42）は、第４熱源通路（P44）と第６熱源通路（P46）とに接続され、第
４熱源通路（P44）を流れる冷媒と第６熱源通路（P46）を流れる冷媒とを熱交換させる。
この例では、冷却熱交換器（42）は、第４熱源通路（P44）に組み込まれる第１冷媒通路
（42a）と、第６熱源通路（P46）に組み込まれる第２冷媒通路（42b）とを有し、第１冷
媒通路（42a）を流れる冷媒と第２冷媒通路（42b）を流れる冷媒とを熱交換させる。具体
的には、第１冷媒通路（42a）は、第４熱源通路（P44）においてレシーバ（41）と第１中
途部（Q41）との間に配置される。第２冷媒通路（42b）は、第６熱源通路（P46）におい
て第６熱源通路（P46）の一端（第４熱源通路（P44）の第２中途部（Q42））と中途部（Q
60）との間に配置される。例えば、冷却熱交換器（42）は、プレート式の熱交換器である
。
【００５５】
　　　〈冷却ファンと中間冷却器〉
　冷却ファン（13）は、中間冷却器（43）の近傍に配置され、中間冷却器（43）に空気（
この例では室外空気）を搬送する。中間冷却器（43）は、中間通路（P27）に設けられ、
中間通路（P27）を流れる冷媒と冷却ファン（13）により中間冷却器（43）に搬送される
空気とを熱交換させる。これにより、中間通路（P27）を流れる冷媒が冷却される。例え
ば、中間冷却器（43）は、フィンアンドチューブ式の熱交換器である。
【００５６】
　　　〈第１熱源膨張弁〉
　第１熱源膨張弁（44a）は、第３熱源通路（P43）に設けられ、冷媒を減圧する。この例
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では、第１熱源膨張弁（44a）は、第３熱源通路（P43）において第１中途部（Q31）と第
２中途部（Q32）との間に配置される。なお、第１熱源膨張弁（44a）は、開度が調節可能
である。例えば、第１熱源膨張弁（44a）は、電子膨張弁（電動弁）である。
【００５７】
　　　〈第２熱源膨張弁〉
　第２熱源膨張弁（44b）は、第５熱源通路（P45）に設けられ、冷媒を減圧する。なお、
第２熱源膨張弁（44b）は、開度が調節可能である。例えば、第２熱源膨張弁（44b）は、
電子膨張弁（電動弁）である。
【００５８】
　　　〈冷却膨張弁〉
　冷却膨張弁（45）は、第６熱源通路（P46）に設けられ、冷媒を減圧する。この例では
、冷却膨張弁（45）は、第６熱源通路（P46）において第６熱源通路（P46）の一端（第４
熱源通路（P44）の第２中途部（Q42））と冷却熱交換器（42）との間に配置される。なお
、冷却膨張弁（45）は、開度が調節可能である。例えば、冷却膨張弁（45）は、電子膨張
弁（電動弁）である。
【００５９】
　　　〈ガス抜き弁〉
　ガス抜き弁（46）は、第７熱源通路（P47）に設けられる。ガス抜き弁（46）は、開度
が調節可能である。例えば、冷却膨張弁（45）は、電動弁である。なお、ガス抜き弁（46
）は、開状態と閉状態とに切換可能な開閉弁（電磁弁）であってもよい。
【００６０】
　　　〈圧力逃がし弁〉
　圧力逃がし弁（RV）は、レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた作動圧力を上
回ると作動する。この例では、圧力逃がし弁（RV）は、レシーバ（41）に設けられ、圧力
逃がし弁（RV）が作動すると、レシーバ（41）内の冷媒が圧力逃がし弁（RV）を通じてレ
シーバ（41）から排出される。
【００６１】
　　　〈逆止弁〉
　また、熱源回路（11）には、第１～第７逆止弁（CV1～CV7）が設けられる。第１逆止弁
（CV1）は、第１吐出通路（P24）に設けられる。第２逆止弁（CV2）は、第２吐出通路（P
25）に設けられる。第３逆止弁（CV3）は、第３吐出通路（P26）に設けられる。第４逆止
弁（CV4）は、第３熱源通路（P43）に設けられ、第３熱源通路（P43）において第１熱源
膨張弁（44a）と第２中途部（Q32）との間に配置される。第５逆止弁（CV5）は、第４熱
源通路（P44）に設けられ、第４熱源通路（P44）の第１分岐通路（P44b）において主通路
（P44a）と第１分岐通路（P44b）と第２分岐通路（P44c）との接続部と第３中途部（Q43
）との間に配置される。第６逆止弁（CV6）は、第５熱源通路（P45）に設けられ、第５熱
源通路（P45）において第５熱源通路（P45）の一端（第４熱源通路（P44）の第１中途部
（Q31））と第２熱源膨張弁（44b）との間に配置される。第７逆止弁（CV7）は、第８熱
源通路（P48）に設けられる。第１～第７逆止弁（CV1～CV7）の各々は、図１に示す矢印
の方向の冷媒の流れを許容し、その逆方向の冷媒の流れを禁止する。
【００６２】
　　　〈油分離回路〉
　また、熱源回路（11）には、油分離回路（50）が設けられる。油分離回路（50）は、油
分離器（60）と、第１油戻し管（61）と、第２油戻し管（62）と、第１油量調節弁（63）
と、第２油量調節弁（64）とを有する。油分離器（60）は、第３吐出通路（P26）に設け
られ、圧縮要素（20）（具体的には第３圧縮機（23））から吐出された冷媒から油を分離
する。第１油戻し管（61）の一端は、油分離器（60）に接続され、第１油戻し管（61）の
他端は、第１吸入通路（P21）に接続される。第２油戻し管（62）の一端は、油分離器（6
0）に接続され、第２油戻し管（62）の他端は、第２吸入通路（P22）に接続される。第１
油量調節弁（63）は、第１油戻し管（61）に設けられ、第２油量調節弁（64）は、第２油
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戻し管（62）に設けられる。
【００６３】
　このような構成により、油分離器（60）に貯留された油は、その一部が第１油戻し管（
61）と第１吸入通路（P21）とを経由して第１圧縮機（21）に戻され、その残部が第２油
戻し管（62）と第２吸入通路（P22）とを経由して第２圧縮機（22）に戻される。なお、
油分離器（60）に貯留された油は、第３圧縮機（23）に戻されてもよい。また、油分離器
（60）に貯留された油は、第１圧縮機（21）のケーシング内の油溜まり部（図示を省略）
に直接戻されてもよいし、第２圧縮機（22）のケーシング内の油溜まり部（図示を省略）
に直接戻されてもよいし、第３圧縮機（23）のケーシング内の油溜まり部（図示を省略）
に直接戻されてもよい。
【００６４】
　　〔熱源ユニット内の各種センサ〕
　また、熱源ユニット（10）には、圧力センサや温度センサなどの各種センサが設けられ
る。これらの各種センサにより検出される物理量の例としては、冷媒回路（100）の高圧
冷媒の圧力および温度、冷媒回路（100）の低圧冷媒の圧力および温度、冷媒回路（100）
の中間圧冷媒の圧力および温度、熱源熱交換器（40）の冷媒の圧力および温度、熱源ユニ
ット（10）に吸い込まれる空気（この例では室外空気）の温度などが挙げられる。
【００６５】
　この例では、熱源ユニット（10）には、レシーバ圧力センサ（S41）と、レシーバ温度
センサ（S42）と、第１吸入圧力センサ（S21）と、第２吸入圧力センサ（S22）と、吐出
圧力センサ（S23）とが設けられる。レシーバ圧力センサ（S41）は、レシーバ（41）内の
圧力（具体的には冷媒の圧力）を検出する。レシーバ温度センサ（S42）は、レシーバ（4
1）内の温度（具体的には冷媒の温度）を検出する。第１吸入圧力センサ（S21）は、第１
圧縮機（21）の吸入側（圧縮要素（20）の吸入側の一例）における冷媒の圧力を検出する
。第２吸入圧力センサ（S22）は、第２圧縮機（22）の吸入側（圧縮要素（20）の吸入側
の一例）における冷媒の圧力を検出する。吐出圧力センサ（S23）は、第３圧縮機（23）
の吐出側（圧縮要素（20）の吐出側の一例）における冷媒の圧力を検出する。
【００６６】
　　〔熱源制御部〕
　熱源制御部（14）は、熱源ユニット（10）に設けられた各種センサ（具体的にはレシー
バ圧力センサ（S41）、レシーバ温度センサ（S42）、第１吸入圧力センサ（S21）、第２
吸入圧力センサ（S22）、吐出圧力センサ（S23）など）と通信線により接続される。また
、熱源制御部（14）は、熱源ユニット（10）の各部（具体的には圧縮要素（20）、切換ユ
ニット（30）、第１熱源膨張弁（44a）、第２熱源膨張弁（44b）、冷却膨張弁（45）、ガ
ス抜き弁（46）、熱源ファン（12）、冷却ファン（13）など）と通信線により接続される
。そして、熱源制御部（14）は、熱源ユニット（10）に設けられた各種センサの検出信号
（各種センサの検出結果を示す信号）や外部からの信号（例えば運転指令など）に基づい
て熱源ユニット（10）の各部を制御する。例えば、熱源制御部（14）は、プロセッサと、
プロセッサを動作させるためのプログラムや情報を記憶するメモリとにより構成される。
【００６７】
　　〔利用回路〕
　利用回路（16）は、利用熱交換器（70）と、利用膨張弁（71）とを有する。また、利用
回路（16）には、利用ガス通路（P70）と、利用液通路（P71）とが設けられる。利用ガス
通路（P70）と利用液通路（P71）は、例えば、冷媒配管により構成される。
【００６８】
　この例では、室内ユニット（15a）を構成する利用ユニット（15）の利用回路（16）は
、利用熱交換器（70）と利用膨張弁（71）に加えて、補助膨張弁（72）と第８逆止弁（CV
8）と第９逆止弁（CV9）とを有する。また、室内ユニット（15a）を構成する利用ユニッ
ト（15）の利用回路（16）には、利用ガス通路（P70）と利用液通路（P71）とに加えて、
補助通路（P72）が設けられる。
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【００６９】
　　　〈利用ファンと利用熱交換器〉
　利用ファン（17）は、利用熱交換器（70）の近傍に配置され、利用熱交換器（70）に空
気（この例では室内空気または庫内空気）を搬送する。利用熱交換器（70）は、利用熱交
換器（70）を流れる冷媒と利用ファン（17）により利用熱交換器（70）に搬送される空気
とを熱交換させる。例えば、利用熱交換器（70）は、フィンアンドチューブ式の熱交換器
である。
【００７０】
　この例では、利用熱交換器（70）のガス端は、利用ガス通路（P70）の一端に接続され
、利用ガス通路（P70）の他端は、ガス連絡配管（P11）の他端に接続される。具体的には
、室内ユニット（15a）の利用回路（16）の利用ガス通路（P70）の他端は、第１ガス連絡
配管（P13）の他端に接続され、冷設ユニット（15b）の利用回路（16）の利用ガス通路（
P70）の他端は、第２ガス連絡配管（P15）の他端に接続される。また、利用熱交換器（70
）の液端は、利用液通路（P71）の一端に接続され、利用液通路（P71）の他端は、液連絡
配管（P12）の他端に接続される。具体的には、室内ユニット（15a）の利用回路（16）の
利用液通路（P71）の他端は、第１液連絡配管（P14）の他端に接続され、冷設ユニット（
15b）の利用回路（16）の利用液通路（P71）の他端は、第２液連絡配管（P16）の他端に
接続される。
【００７１】
　　　〈利用膨張弁〉
　利用膨張弁（71）は、利用液通路（P71）が設けられ、冷媒を減圧する。なお、利用膨
張弁（71）は、開度が調節可能である。例えば、利用膨張弁（71）は、電子膨張弁（電動
弁）である。
【００７２】
　　　〈補助膨張弁〉
　補助膨張弁（72）は、補助通路（P72）に設けられ、冷媒を減圧する。なお、補助膨張
弁（72）は、開度が調節可能である。例えば、補助膨張弁（72）は、電子膨張弁（電動弁
）である。
【００７３】
　この例では、室内ユニット（15a）の利用回路（16）において、補助通路（P72）の一端
は、利用熱交換器（70）の液端に接続され、補助通路（P72）の他端は、第１液連絡配管
（P14）の他端に接続される。
【００７４】
　　　〈逆止弁〉
　室内ユニット（15a）の利用回路（16）において、第８逆止弁（CV8）は、利用液通路（
P71）に設けられ、利用液通路（P71）において熱源熱交換器（40）の液端と利用膨張弁（
71）との間に配置される。第９逆止弁（CV9）は、補助通路（P72）に設けられ、補助通路
（P72）において補助膨張弁（72）と第１液連絡配管（P14）の他端との間に配置される。
第８逆止弁（CV8）および第９逆止弁（CV9）の各々は、図１に示す矢印の方向の冷媒の流
れを許容し、その逆方向の冷媒の流れを禁止する。
【００７５】
　　〔利用ユニット内の各種センサ〕
　また、利用ユニット（15）には、圧力センサや温度センサなどの各種センサ（図示を省
略）が設けられる。これらの各種センサにより検出される物理量の例としては、冷媒回路
（100）の高圧冷媒の圧力および温度、冷媒回路（100）の低圧冷媒の圧力および温度、利
用熱交換器（70）の冷媒の圧力および温度、利用ユニット（15）に吸い込まれる空気（こ
の例では室内空気または庫内空気）の温度などが挙げられる。
【００７６】
　　〔利用制御部〕
　利用制御部（18）は、利用ユニット（15）に設けられた各種センサ（具体的には圧力セ
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ンサ、温度センサなど）と通信線により接続される。また、利用制御部（18）は、利用ユ
ニット（15）の各部（具体的には、利用膨張弁（71）、補助膨張弁（72）、利用ファン（
17）など）と通信線により接続される。そして、利用制御部（18）は、利用ユニット（15
）に設けられた各種センサの検出信号（各種センサの検出結果を示す信号）や外部からの
信号（例えば運転指令など）に基づいて利用ユニット（15）の各部を制御する。例えば、
利用制御部（18）は、プロセッサと、プロセッサを動作させるためのプログラムや情報を
記憶するメモリとにより構成される。
【００７７】
　　〔制御部〕
　また、この冷凍装置（1）では、熱源制御部（14）と１つまたは複数（この例では２つ
）の利用制御部（18）とが制御部（200）を構成する。制御部（200）は、冷凍装置（1）
に設けられた各種センサの検出信号や外部からの信号に基づいて冷凍装置（1）の各部を
制御する。これにより、冷凍装置（1）の動作が制御される。
【００７８】
　なお、この例では、熱源制御部（14）と利用制御部（18）は、通信線により互いに接続
される。そして、熱源制御部（14）と利用制御部（18）は、互いに通信して冷凍装置（1
）の各部を制御する。具体的には、熱源制御部（14）は、熱源ユニット（10）の各部を制
御し、且つ、利用制御部（18）を制御することで利用ユニット（15）の各部を制御する。
このように、熱源制御部（14）は、熱源ユニット（10）と利用ユニット（15）とにより構
成される冷凍装置（1）の動作を制御する。また、熱源制御部（14）は、熱源回路（11）
と利用回路（16）とにより構成される冷媒回路（100）を制御する。
【００７９】
　また、この例では、利用制御部（18）は、利用熱交換器（70）における熱交換（この例
では空気と冷媒との熱交換）の要否に応じて、圧縮要素（20）の起動を要求する起動要求
信号を熱源制御部（14）に送信する。利用熱交換器（70）における熱交換の要否は、利用
ユニット（15）に吸い込まれる空気（この例では室内空気または庫内空気）の温度に基づ
いて行われてもよい。
【００８０】
　例えば、利用ユニット（15）が空気の冷却を行う場合、利用制御部（18）は、利用ユニ
ット（15）に吸い込まれる空気の温度が予め設定された目標温度よりも高い場合（利用熱
交換器（70）における熱交換が必要となる場合）に、起動要求信号を送信する。そして、
利用制御部（18）は、過熱度制御により利用膨張弁（71）の開度を調節する。過熱度制御
では、利用制御部（18）は、蒸発器である利用熱交換器（70）の出口における冷媒の過熱
度が目標過熱度となるように、利用膨張弁（71）の開度を調節する。また、利用制御部（
18）は、利用ユニット（15）に吸い込まれる空気の温度が低下して目標温度に到達した場
合（利用熱交換器（70）における熱交換が必要ではない場合）に、停止要求信号を送信す
る。そして、利用制御部（18）は、利用膨張弁（71）を全閉状態にする。
【００８１】
　熱源制御部（14）は、利用制御部（18）から送信された起動要求信号に応答して圧縮要
素（20）を駆動状態にする。また、熱源制御部（14）は、すべての利用ユニット（15）の
利用制御部（18）から停止要求信号が送信された場合（すべての利用ユニット（15）にお
いて利用熱交換器（70）における熱交換が必要ではない場合）に、圧縮要素（20）を停止
状態にする。
【００８２】
　　〔冷凍装置の運転動作〕
　図１に示した冷凍装置（1）では、冷設稼働運転、冷房運転、冷房兼冷設稼働運転、暖
房運転、暖房兼冷設稼働運転などの各種運転が行われる。
【００８３】
　　　〈冷設稼働運転〉
　次に、図２を参照して、冷設稼働運転について説明する。冷設稼働運転では、冷設ユニ
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ット（15b）が稼働し、室内ユニット（15a）が停止する。冷設稼働運転では、熱源熱交換
器（40）が放熱器となり、冷設ユニット（15b）の利用熱交換器（70）が蒸発器となる冷
凍サイクルが行われる。
【００８４】
　冷設稼働運転では、熱源ユニット（10）において、第１三方弁（31）が第２状態となる
とともに第２三方弁（32）が第１状態となることで、切換ユニット（30）の第１ポート（
Q1）と第４ポート（Q4）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と第３ポート（Q3）とが連通す
る。熱源ファン（12）と冷却ファン（13）が駆動状態となる。第２圧縮機（22）と第３圧
縮機（23）が駆動状態となり、第１圧縮機（21）が停止状態となる。第１熱源膨張弁（44
a）が所定開度で開状態となり、第２熱源膨張弁（44b）とガス抜き弁（46）が全閉状態と
なり、冷却膨張弁（45）の開度が適宜調節される。室内ユニット（15a）では、利用ファ
ン（17）が停止状態となり、利用膨張弁（71）および補助膨張弁（72）が全閉状態となる
。冷設ユニット（15b）では、利用ファン（17）が駆動状態となり、利用膨張弁（71）の
開度が過熱度制御により調節される。
【００８５】
　図２に示すように、第２圧縮機（22）から吐出された冷媒は、中間冷却器（43）におい
て冷却され、第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。第３圧縮機（23）から吐出され
た冷媒は、切換ユニット（30）を経由して第２熱源通路（P42）に流入し、熱源熱交換器
（40）において放熱する。熱源熱交換器（40）から流出した冷媒は、第３熱源通路（P43
）において開状態の第１熱源膨張弁（44a）と第４逆止弁（CV4）とを通過し、レシーバ（
41）に流入して貯留される。レシーバ（41）の液出口から流出した冷媒（液冷媒）は、第
４熱源通路（P44）に流入し、冷却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）において冷却熱
交換器（42）の第２冷媒通路（42b）を流れる冷媒から吸熱されて冷却される。冷却熱交
換器（42）の第１冷媒通路（42a）から流出した冷媒は、その一部が第６熱源通路（P46）
に流入し、その残部が第４熱源通路（P44）と第２液連絡配管（P16）とを経由して冷設ユ
ニット（15b）の利用液通路（P71）に流入する。
【００８６】
　冷設ユニット（15b）において、利用液通路（P71）に流入した冷媒は、利用膨張弁（71
）において減圧され、利用熱交換器（70）において庫内空気から吸熱して蒸発する。これ
により、庫内空気が冷却される。利用熱交換器（70）から流出した冷媒は、利用ガス通路
（P70）と第２ガス連絡配管（P15）と第２吸入通路（P22）とを経由して第２圧縮機（22
）に吸入されて圧縮される。
【００８７】
　熱源ユニット（10）において、第６熱源通路（P46）に流入した冷媒は、冷却膨張弁（4
5）において減圧され、冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）において冷却熱交換器
（42）の第１冷媒通路（42a）を流れる冷媒から吸熱する。冷却熱交換器（42）の第２冷
媒通路（42b）から流出した冷媒は、第６熱源通路（P46）と第３吸入通路（P23）とを経
由して第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
【００８８】
　　　〈冷房運転〉
　次に、図３を参照して、冷房運転について説明する。冷房運転では、室内ユニット（15
a）が室内の冷房を行い、冷設ユニット（15b）が停止する。冷房運転では、熱源熱交換器
（40）が放熱器となり、室内ユニット（15a）の利用熱交換器（70）が蒸発器となる冷凍
サイクルが行われる。
【００８９】
　冷房運転では、熱源ユニット（10）において、第１三方弁（31）が第２状態となるとと
もに第２三方弁（32）が第１状態となることで、切換ユニット（30）の第１ポート（Q1）
と第４ポート（Q4）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と第３ポート（Q3）とが連通する。
熱源ファン（12）と冷却ファン（13）が駆動状態となる。第１圧縮機（21）と第３圧縮機
（23）が駆動状態となり、第２圧縮機（22）が停止状態となる。第１熱源膨張弁（44a）
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が所定開度で開状態となり、第２熱源膨張弁（44b）とガス抜き弁（46）が全閉状態とな
り、冷却膨張弁（45）の開度が適宜調節される。室内ユニット（15a）では、利用ファン
（17）が駆動状態となり、利用膨張弁（71）の開度が過熱度制御により調節され、補助膨
張弁（72）が全閉状態となる。冷設ユニット（15b）では、利用ファン（17）が停止状態
となり、利用膨張弁（71）が全閉状態となる。
【００９０】
　図３に示すように、第１圧縮機（21）から吐出された冷媒は、中間冷却器（43）におい
て冷却され、第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。第３圧縮機（23）から吐出され
た冷媒は、切換ユニット（30）を経由して第２熱源通路（P42）に流入し、熱源熱交換器
（40）において放熱する。熱源熱交換器（40）から流出した冷媒は、第３熱源通路（P43
）において開状態の第１熱源膨張弁（44a）と第４逆止弁（CV4）とを通過し、レシーバ（
41）に流入して貯留される。レシーバ（41）の液出口から流出した冷媒（液冷媒）は、第
４熱源通路（P44）に流入し、冷却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）において冷却熱
交換器（42）の第２冷媒通路（42b）を流れる冷媒から吸熱されて冷却される。冷却熱交
換器（42）の第１冷媒通路（42a）から流出した冷媒は、その一部が第６熱源通路（P46）
に流入し、その残部が第４熱源通路（P44）と第１液連絡配管（P14）とを経由して室内ユ
ニット（15a）の利用液通路（P71）に流入する。
【００９１】
　室内ユニット（15a）において、利用液通路（P71）に流入した冷媒は、利用膨張弁（71
）において減圧され、利用熱交換器（70）において室内空気から吸熱して蒸発する。これ
により、室内空気が冷却される。利用熱交換器（70）から流出した冷媒は、利用ガス通路
（P70）と第１ガス連絡配管（P13）と第１熱源通路（P41）と切換ユニット（30）と第１
吸入通路（P21）とを経由して第１圧縮機（21）に吸入されて圧縮される。
【００９２】
　熱源ユニット（10）において、第６熱源通路（P46）に流入した冷媒は、冷却膨張弁（4
5）において減圧され、冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）において冷却熱交換器
（42）の第１冷媒通路（42a）を流れる冷媒から吸熱する。冷却熱交換器（42）の第２冷
媒通路（42b）から流出した冷媒は、第６熱源通路（P46）と第３吸入通路（P23）とを経
由して第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
【００９３】
　　　〈冷房兼冷設稼働運転〉
　次に、図４を参照して、冷房兼冷設稼働運転について説明する。冷房兼冷設稼働運転で
は、室内ユニット（15a）が室内の冷房を行い、冷設ユニット（15b）が稼働する。冷房兼
冷設稼働運転では、熱源熱交換器（40）が放熱器となり、室内ユニット（15a）の利用熱
交換器（70）および冷設ユニット（15b）の利用熱交換器（70）が蒸発器となる冷凍サイ
クルが行われる。
【００９４】
　冷房兼冷設稼働運転では、熱源ユニット（10）において、第１三方弁（31）が第２状態
となるとともに第２三方弁（32）が第１状態となることで、切換ユニット（30）の第１ポ
ート（Q1）と第４ポート（Q4）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と第３ポート（Q3）とが
連通する。熱源ファン（12）と冷却ファン（13）が駆動状態となる。第１圧縮機（21）と
第２圧縮機（22）と第３圧縮機（23）が駆動状態となる。第１熱源膨張弁（44a）が所定
開度で開状態となり、第２熱源膨張弁（44b）とガス抜き弁（46）が全閉状態となり、冷
却膨張弁（45）の開度が適宜調節される。室内ユニット（15a）では、利用ファン（17）
が駆動状態となり、利用膨張弁（71）の開度が過熱度制御により調節され、補助膨張弁（
72）が全閉状態となる。冷設ユニット（15b）では、利用ファン（17）が駆動状態となり
、利用膨張弁（71）の開度が過熱度制御により調節される。
【００９５】
　図４に示すように、第１圧縮機（21）および第２圧縮機（22）の各々から吐出された冷
媒は、中間冷却器（43）において冷却され、第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
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第３圧縮機（23）から吐出された冷媒は、切換ユニット（30）を経由して第２熱源通路（
P42）に流入し、熱源熱交換器（40）において放熱する。熱源熱交換器（40）から流出し
た冷媒は、第３熱源通路（P43）において開状態の第１熱源膨張弁（44a）と第４逆止弁（
CV4）とを通過し、レシーバ（41）に流入して貯留される。レシーバ（41）の液出口から
流出した冷媒（液冷媒）は、第４熱源通路（P44）に流入し、冷却熱交換器（42）の第１
冷媒通路（42a）において冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）を流れる冷媒から吸
熱されて冷却される。冷却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）から流出した冷媒は、
その一部が第６熱源通路（P46）に流入し、その残部が第１液連絡配管（P14）と第２液連
絡配管（P16）とに分流する。第１液連絡配管（P14）に分流した冷媒は、室内ユニット（
15a）の利用液通路（P71）に流入する。第２液連絡配管（P16）に分流した冷媒は、冷設
ユニット（15b）の利用液通路（P71）に流入する。
【００９６】
　室内ユニット（15a）において、利用液通路（P71）に流入した冷媒は、利用膨張弁（71
）において減圧され、利用熱交換器（70）において室内空気から吸熱して蒸発する。これ
により、室内空気が冷却される。利用熱交換器（70）から流出した冷媒は、利用ガス通路
（P70）と第１ガス連絡配管（P13）と第１熱源通路（P41）と切換ユニット（30）と第１
吸入通路（P21）とを経由して第１圧縮機（21）に吸入されて圧縮される。
【００９７】
　冷設ユニット（15b）において、利用液通路（P71）に流入した冷媒は、利用膨張弁（71
）において減圧され、利用熱交換器（70）において庫内空気から吸熱して蒸発する。これ
により、庫内空気が冷却される。利用熱交換器（70）から流出した冷媒は、利用ガス通路
（P70）と第２ガス連絡配管（P15）と第２吸入通路（P22）とを経由して第２圧縮機（22
）に吸入されて圧縮される。
【００９８】
　熱源ユニット（10）において、第６熱源通路（P46）に流入した冷媒は、冷却膨張弁（4
5）において減圧され、冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）において冷却熱交換器
（42）の第１冷媒通路（42a）を流れる冷媒から吸熱する。冷却熱交換器（42）の第２冷
媒通路（42b）から流出した冷媒は、第６熱源通路（P46）と第３吸入通路（P23）とを経
由して第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
【００９９】
　　　〈暖房運転〉
　次に、図５を参照して、暖房運転について説明する。暖房運転では、室内ユニット（15
a）が室内の暖房を行い、冷設ユニット（15b）が停止する。暖房運転では、室内ユニット
（15a）の利用熱交換器（70）が放熱器となり、熱源熱交換器（40）が蒸発器となる冷凍
サイクルが行われる。
【０１００】
　暖房運転では、熱源ユニット（10）において、第１三方弁（31）が第１状態となるとと
もに第２三方弁（32）が第２状態となることで、切換ユニット（30）の第１ポート（Q1）
と第３ポート（Q3）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と第４ポート（Q4）とが連通する。
熱源ファン（12）が駆動状態となり、冷却ファン（13）が停止状態となる。第１圧縮機（
21）と第３圧縮機（23）が駆動状態となり、第２圧縮機（22）が停止状態となる。第２熱
源膨張弁（44b）の開度が過熱度制御により調節され、第１熱源膨張弁（44a）とガス抜き
弁（46）が全閉状態となり、冷却膨張弁（45）の開度が適宜調節される。室内ユニット（
15a）では、利用ファン（17）が駆動状態となり、利用膨張弁（71）が全閉状態となり、
補助膨張弁（72）が所定開度で開状態となる。冷設ユニット（15b）では、利用ファン（1
7）が停止状態となり、利用膨張弁（71）が全閉状態となる。
【０１０１】
　図５に示すように、第１圧縮機（21）から吐出された冷媒は、中間冷却器（43）を流れ
、第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。第３圧縮機（23）から吐出された冷媒は、
切換ユニット（30）と第１熱源通路（P41）と第１ガス連絡配管（P13）とを経由して室内
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ユニット（15a）の利用ガス通路（P70）に流入する。
【０１０２】
　室内ユニット（15a）において、利用ガス通路（P70）に流入した冷媒は、利用熱交換器
（70）において室内空気に放熱する。これにより、室内空気が加熱される。利用熱交換器
（70）から流出した冷媒は、補助通路（P72）において開状態の補助膨張弁（72）と第９
逆止弁（CV9）とを通過し、第１液連絡配管（P14）を経由して熱源ユニット（10）の第４
熱源通路（P44）に流入する。
【０１０３】
　熱源ユニット（10）において、第４熱源通路（P44）に流入した冷媒は、第８熱源通路
（P48）と第３熱源通路（P43）とを経由してレシーバ（41）に流入して貯留される。レシ
ーバ（41）の液出口から流出した冷媒（液冷媒）は、第４熱源通路（P44）に流入し、冷
却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）において冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（4
2b）を流れる冷媒から吸熱されて冷却される。冷却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a
）から流出した冷媒は、その一部が第５熱源通路（P45）に流入し、その残部が第６熱源
通路（P46）に流入する。
【０１０４】
　熱源ユニット（10）において、第５熱源通路（P45）に流入した冷媒は、第２熱源膨張
弁（44b）において減圧され、第３熱源通路（P43）を経由して熱源熱交換器（40）に流入
し、熱源熱交換器（40）において室外空気から吸熱して蒸発する。熱源熱交換器（40）か
ら流出した冷媒は、第２熱源通路（P42）と切換ユニット（30）と第１吸入通路（P21）と
を経由して第１圧縮機（21）に吸入されて圧縮される。
【０１０５】
　熱源ユニット（10）において、第６熱源通路（P46）に流入した冷媒は、冷却膨張弁（4
5）において減圧され、冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）において冷却熱交換器
（42）の第１冷媒通路（42a）を流れる冷媒から吸熱する。冷却熱交換器（42）の第２冷
媒通路（42b）から流出した冷媒は、第６熱源通路（P46）と第３吸入通路（P23）とを経
由して第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
【０１０６】
　　　〈暖房兼冷設稼働運転〉
　次に、図６を参照して、暖房兼冷設稼働運転について説明する。暖房兼冷設稼働運転で
は、室内ユニット（15a）が室内の暖房を行い、冷設ユニット（15b）が稼働する。暖房兼
冷設稼働運転では、室内ユニット（15a）の利用熱交換器（70）が放熱器となり、熱源熱
交換器（40）および冷設ユニット（15b）の利用熱交換器（70）が蒸発器となる冷凍サイ
クルが行われる。
【０１０７】
　暖房兼冷設稼働運転では、第１三方弁（31）が第１状態となるとともに第２三方弁（32
）が第２状態となる。熱源ファン（12）が駆動状態となり、冷却ファン（13）が停止状態
となる。切換ユニット（30）の第１ポート（Q1）と第３ポート（Q3）とが連通し且つ第２
ポート（Q2）と第４ポート（Q4）とが連通する。第１圧縮機（21）と第２圧縮機（22）と
第３圧縮機（23）が駆動状態となる。第２熱源膨張弁（44b）の開度が過熱度制御により
調節され、第１熱源膨張弁（44a）とガス抜き弁（46）が全閉状態となり、冷却膨張弁（4
5）の開度が適宜調節される。室内ユニット（15a）では、利用ファン（17）が駆動状態と
なり、利用膨張弁（71）が全閉状態となり、補助膨張弁（72）が所定開度で開状態となる
。冷設ユニット（15b）では、利用ファン（17）が駆動状態となり、利用膨張弁（71）の
開度が過熱度制御により調節される。
【０１０８】
　暖房兼冷設稼働運転では、第１圧縮機（21）および第２圧縮機（22）の各々から吐出さ
れた冷媒は、中間冷却器（43）を流れ、第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。第３
圧縮機（23）から吐出された冷媒は、切換ユニット（30）と第１熱源通路（P41）と第１
ガス連絡配管（P13）とを経由して室内ユニット（15a）の利用ガス通路（P70）に流入す
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る。
【０１０９】
　室内ユニット（15a）において、利用ガス通路（P70）に流入した冷媒は、利用熱交換器
（70）において室内空気に放熱する。これにより、室内空気が加熱される。利用熱交換器
（70）から流出した冷媒は、補助通路（P72）において開状態の補助膨張弁（72）と第９
逆止弁（CV9）とを通過し、第１液連絡配管（P14）を経由して熱源ユニット（10）の第４
熱源通路（P44）に流入する。
【０１１０】
　熱源ユニット（10）において、第４熱源通路（P44）に流入した冷媒は、第８熱源通路
（P48）と第３熱源通路（P43）とを経由してレシーバ（41）に流入して貯留される。レシ
ーバ（41）の液出口から流出した冷媒（液冷媒）は、第４熱源通路（P44）に流入し、冷
却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）において冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（4
2b）を流れる冷媒から吸熱されて冷却される。冷却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a
）から流出した冷媒は、その一部が第５熱源通路（P45）に流入し、その残部が第２液連
絡配管（P16）と第６熱源通路（P46）とに分流する。第２液連絡配管（P16）に分流した
冷媒は、冷設ユニット（15b）の利用液通路（P71）に流入する。
【０１１１】
　熱源ユニット（10）において、第５熱源通路（P45）に流入した冷媒は、第２熱源膨張
弁（44b）において減圧され、第３熱源通路（P43）を経由して熱源熱交換器（40）に流入
し、熱源熱交換器（40）において室外空気から吸熱して蒸発する。熱源熱交換器（40）か
ら流出した冷媒は、第２熱源通路（P42）と切換ユニット（30）と第１吸入通路（P21）と
を経由して第１圧縮機（21）に吸入されて圧縮される。
【０１１２】
　熱源ユニット（10）において、第６熱源通路（P46）に流入した冷媒は、冷却膨張弁（4
5）において減圧され、冷却熱交換器（42）の第２冷媒通路（42b）において冷却熱交換器
（42）の第１冷媒通路（42a）を流れる冷媒から吸熱する。冷却熱交換器（42）の第２冷
媒通路（42b）から流出した冷媒は、第６熱源通路（P46）と第３吸入通路（P23）とを経
由して第３圧縮機（23）に吸入されて圧縮される。
【０１１３】
　冷設ユニット（15b）において、利用液通路（P71）に流入した冷媒は、利用膨張弁（71
）において減圧され、利用熱交換器（70）において庫内空気から吸熱して蒸発する。これ
により、庫内空気が冷却される。利用熱交換器（70）から流出した冷媒は、利用ガス通路
（P70）と第２ガス連絡配管（P15）と第２吸入通路（P22）とを経由して第２圧縮機（22
）に吸入されて圧縮される。
【０１１４】
　　〔冷媒回路の詳細〕
　この冷凍装置（1）では、冷媒回路（100）は、液通路（P1）と、第１膨張弁（V1）とを
有する。
【０１１５】
　　　〈液通路〉
　液通路（P1）は、レシーバ（41）と利用熱交換器（70）とを連通させる通路である。こ
の例では、液通路（P1）は、第４熱源通路（P44）と液連絡配管（P12）と利用液通路（P7
1）とにより構成される。具体的には、液通路（P1）は、第４熱源通路（P44）と第１液連
絡配管（P14）と室内ユニット（15a）の利用液通路（P71）とにより構成される。そして
、液通路（P1）は、レシーバ（41）の液出口と利用熱交換器（70）の液端とを連通させる
。なお、レシーバ（41）の液出口は、レシーバ（41）の下部（具体的には上下方向の中央
よりも下方の部分）に設けられる。
【０１１６】
　　　〈第１膨張弁〉
　第１膨張弁（V1）は、液通路（P1）に設けられる弁である。第１膨張弁（V1）は、開度
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が調節可能である。この例では、第１膨張弁（V1）は、利用ユニット（15）に設けられる
利用膨張弁（71）により構成される。
【０１１７】
　　〔第１動作〕
　また、この冷凍装置（1）では、制御部（200）（具体的には熱源制御部（14））は、圧
縮要素（20）が停止状態である場合に、レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた
第１圧力（Pth1）を上回ると、第１動作を行う。第１動作では、制御部（200）は、第１
膨張弁（V1）を開状態にする。なお、第１動作における第１膨張弁（V1）の開度は、全開
であってもよいし、全開よりも小さい開度であってもよい。また、第１動作における第１
膨張弁（V1）の開度は、固定であってもよいし、可変であってもよい。例えば、制御部（
200）は、第１動作において、レシーバ（41）から利用熱交換器（70）へ向けて移動する
冷媒の量が予め定められた量となるように、第１膨張弁（V1）の開度を調節してもよい。
【０１１８】
　具体的には、熱源制御部（14）は、第１動作において、第１膨張弁（V1）を開状態にす
ることを指示する開放信号（SS）を利用制御部（18）に送信する。言い換えると、熱源制
御部（14）は、圧縮要素（20）が停止状態である場合に、レシーバ（41）内の圧力（RP）
が第１圧力（Pth1）を上回ると、開放信号（SS）を利用制御部（18）に送信する。利用制
御部（18）は、開放信号（SS）に応答して第１膨張弁（V1）を開状態にする。
【０１１９】
　なお、第１圧力（Pth1）は、例えば、レシーバ（41）を高圧による破壊から保護するこ
とができる圧力に設定される。この例では、第１圧力（Pth1）は、圧力逃がし弁（RV）の
作動圧力よりも低い。具体例を挙げると、冷媒が二酸化炭素である場合、第１圧力（Pth1
）は、８．５MPaに設定される。
【０１２０】
　また、制御部（200）は、第１動作の開始時に、利用ファン（17）を停止状態にする。
言い換えると、制御部（200）は、圧縮要素（20）が停止状態である場合に、レシーバ（4
1）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回ると、利用ファン（17）を停止状態にする
。具体的には、利用制御部（18）は、熱源制御部（14）による制御に応答して動作し、利
用ファン（17）が駆動状態である場合には、利用ファン（17）を駆動状態から停止状態に
し、利用ファン（17）が停止状態である場合には、利用ファン（17）の停止状態を維持す
る。なお、第１動作開始時のファン制御については、後で詳しく説明する。
【０１２１】
　　〔第１動作の詳細〕
　図７に示すように、第１動作では、熱源ユニット（10）において、切換ユニット（30）
は、任意の状態に設定される。例えば、熱源制御部（14）は、第１三方弁（31）を第２状
態に切り換えるとともに第２三方弁（32）を第１状態に切り換える。これにより、切換ユ
ニット（30）の第１ポート（Q1）と第４ポート（Q4）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と
第３ポート（Q3）とが連通する。また、熱源制御部（14）は、圧縮要素（20）を停止状態
にする。熱源制御部（14）は、第１熱源膨張弁（44a）と第２熱源膨張弁（44b）と冷却膨
張弁（45）とガス抜き弁（46）を全閉状態にする。熱源制御部（14）は、熱源ファン（12
）および冷却ファン（13）を停止状態にする。
【０１２２】
　また、第１動作では、室内ユニット（15a）において、熱源制御部（14）は、利用ファ
ン（17）を停止状態にし、利用膨張弁（71）（第１膨張弁（V1））を開状態にし、補助膨
張弁（72）を全閉状態にする。冷設ユニット（15b）において、熱源制御部（14）は、利
用ファン（17）を停止状態にし、利用膨張弁（71）を全閉状態にする。
【０１２３】
　図７に示すように、室内ユニット（15a）において利用膨張弁（71）（第１膨張弁（V1
））が開状態になると、レシーバ（41）内の冷媒がレシーバ（41）から流出し、レシーバ
（41）から流出した冷媒（液冷媒）が液通路（P1）を経由して室内ユニット（15a）の利
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用熱交換器（70）に移動する。具体的には、レシーバ（41）の液出口から流出した冷媒（
液冷媒）は、液通路（P1）において開状態の第１膨張弁（V1）を通過し、室内ユニット（
15a）の利用熱交換器（70）に流入する。この例では、レシーバ（41）の液出口から流出
した冷媒（液冷媒）は、第４熱源通路（P44）に流入し、第４熱源通路（P44）において冷
却熱交換器（42）の第１冷媒通路（42a）と第５逆止弁（CV5）とを通過し、第１液連絡配
管（P14）を経由して室内ユニット（15a）の利用液通路（P71）に流入する。利用液通路
（P71）に流入した冷媒は、利用液通路（P71）において開状態の利用膨張弁（71）と第８
逆止弁（CV8）とを通過し、利用熱交換器（70）に流入する。
【０１２４】
　　〔ポンプダウン動作〕
　また、この冷凍装置（1）では、制御部（200）は、圧縮要素（20）が停止状態になる前
に、ポンプダウン動作を行う。ポンプダウン動作では、制御部（200）は、利用熱交換器
（70）内の冷媒が熱源回路（11）に回収されるように冷媒回路（100）を制御する。
【０１２５】
　ポンプダウン動作では、熱源ユニット（10）において、第１三方弁（31）が第２状態と
なるとともに第２三方弁（32）が第１状態となる。具体的には、熱源制御部（14）は、必
要に応じて、第１三方弁（31）を第２状態に切り換えるとともに第２三方弁（32）を第１
状態に切り換える。これにより、切換ユニット（30）の第１ポート（Q1）と第４ポート（
Q4）とが連通し且つ第２ポート（Q2）と第３ポート（Q3）とが連通し、圧縮要素（20）の
入口と利用ユニット（15）の利用回路（16）のガス端とが連通し、圧縮要素（20）の出口
と熱源熱交換器（40）のガス端とが連通する。この例では、第１圧縮機（21）の吸入ポー
トと室内ユニット（15a）の利用回路（16）のガス端とが連通し、第３圧縮機（23）の吐
出ポートと熱源熱交換器（40）のガス端とが連通する。なお、第２圧縮機（22）の吸入ポ
ートは、第２吸入通路（P22）と第２ガス連絡配管（P15）により冷設ユニット（15b）の
利用回路（16）のガス端と連通している。また、熱源制御部（14）は、圧縮要素（20）を
駆動状態にする。この例では、熱源制御部（14）は、第１圧縮機（21）と第２圧縮機（22
）と第３圧縮機（23）とを駆動状態にする。
【０１２６】
　また、ポンプダウン動作では、熱源ユニット（10）において、熱源制御部（14）は、熱
源ファン（12）と冷却ファン（13）とを駆動状態にする。熱源制御部（14）は、第１熱源
膨張弁（44a）（熱源膨張弁（44））を全開状態にし、第２熱源膨張弁（44b）とガス抜き
弁（46）とを全閉状態にし、冷却膨張弁（45）の開度を適宜調節する。室内ユニット（15
a）において、利用制御部（18）は、利用ファン（17）を駆動状態にし、利用膨張弁（71
）と補助膨張弁（72）とを全閉状態にする。冷設ユニット（15b）において、利用制御部
（18）は、利用ファン（17）を駆動状態にし、利用膨張弁（71）を全閉状態にする。
【０１２７】
　ポンプダウン動作において、圧縮要素（20）が駆動状態になると、室内ユニット（15a
）の利用回路（16）の利用熱交換器（70）内の冷媒は、利用熱交換器（70） から流出し
、室内ユニット（15a）の利用ガス通路（P70）と第１ガス連絡配管（P13）とを経由して
熱源ユニット（10）の熱源回路（11）の第１熱源通路（P41）に流入し、第１熱源通路（P
41）と切換ユニット（30）と第１吸入通路（P21）とを経由して圧縮要素（20）（具体的
には第１圧縮機（21））に吸入される。また、冷設ユニット（15b）の利用回路（16）の
利用熱交換器（70）内の冷媒は、利用熱交換器（70）から流出し、冷設ユニット（15b）
の利用ガス通路（P70）と第２ガス連絡配管（P15）とを経由して熱源ユニット（10）の熱
源回路（11）の第２吸入通路（P22）に流入し、圧縮要素（20）（具体的には第２圧縮機
（22））に吸入される。圧縮要素（20）（具体的には第３圧縮機（23））から吐出された
冷媒は、切換ユニット（30）と第２熱源通路（P42）と熱源熱交換器（40）と第３熱源通
路（P43）とを経由してレシーバ（41）に流入して貯留される。
【０１２８】
　そして、予め定められたポンプダウン終了条件が成立すると、制御部（200）は、ポン
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プダウン動作を終了する。ポンプダウン終了条件の例としては、圧縮要素（20）の吸入側
の冷媒の圧力（第１圧縮機（21）または第２圧縮機（22）の吸入側の圧力）が予め定めら
れた停止圧力を下回るという条件、ポンプダウン動作の開始から予め定められた時間が経
過するという条件などが挙げられる。制御部（200）は、ポンプダウン動作の終了後に、
圧縮要素（20）を停止状態にし、第１熱源膨張弁（44a）を全閉状態にする。
【０１２９】
　　〔圧縮要素の停止中の動作制御〕
　次に、図８を参照して、圧縮要素（20）の停止中に行われる制御部（200）の動作制御
について説明する。
【０１３０】
　　　〈ステップ（ST11）〉
　まず、制御部（200）（具体的には熱源制御部（14））は、レシーバ（41）内の圧力（R
P）が第１圧力（Pth1）を上回るか否かを判定する。例えば、レシーバ（41）内の圧力（R
P）は、レシーバ圧力センサ（S41）により検出される。制御部（200）は、レシーバ圧力
センサ（S41）により検出された圧力が第１圧力（Pth1）を上回るか否かを判定してもよ
い。また、レシーバ（41）内の圧力（RP）は、レシーバ温度センサ（S42）により検出さ
れる温度（レシーバ（41）内の温度）に基づいて導出されてもよい。制御部（200）は、
レシーバ（41）内の温度に基づいて導出されたレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力
（Pth1）を上回るか否かを判定してもよい。レシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（
Pth1）を上回るまでステップ（ST11）の処理が繰り返され、レシーバ（41）内の圧力（RP
）が第１圧力（Pth1）を上回ると、ステップ（ST12）の処理が行われる。
【０１３１】
　　　〈ステップ（ST12）〉
　レシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回ると、制御部（200）は、第
１動作を開始する。この例では、制御部（200）（具体的には利用制御部（18））は、第
１膨張弁（V1）の一例である利用膨張弁（71）を開状態にする。また、制御部（200）は
、ファン制御を行う。
【０１３２】
　　〔第１動作開始時のファン制御〕
　次に、図９を参照して、第１動作開始時に行われる制御部（200）のファン制御につい
て説明する。圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1
）を上回ると、以下の処理が行われる。
【０１３３】
　　　〈ステップ（ST16）〉
　まず、制御部（200）（具体的には利用制御部（18））は、利用ファン（17）が駆動状
態であるか否かを判定する。利用ファン（17）が駆動状態である場合には、ステップ（ST
17）の処理が行われる。一方、利用ファン（17）が停止状態である場合には、処理が終了
し、第１動作が終了するまで利用ファン（17）が停止状態に維持される。
【０１３４】
　　　〈ステップ（ST17）〉
　利用ファン（17）が駆動状態である場合、制御部（200）（具体的には利用制御部（18
））は、利用ファン（17）を停止状態にする。これにより、第１動作が終了するまで利用
ファン（17）が停止状態に維持される。
【０１３５】
　　〔第１動作中の動作制御〕
　次に、図１０を参照して、第１動作中に行われる制御部（200）の動作制御について説
明する。
【０１３６】
　　　〈ステップ（ST21）〉
　まず、制御部（200）（具体的には熱源制御部（14））は、第１終了条件および第２終
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了条件のうち少なくとも１つが満たされているか否かを判定する。
【０１３７】
　第１終了条件は、レシーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた第２圧力（Pth2）を
下回るという条件である。第２圧力（Pth2）は、第１圧力（Pth1）よりも低い。例えば、
第２圧力（Pth2）は、レシーバ（41）内の圧力（RP）が十分に低下しているとみなすこと
ができる圧力に設定される。具体例を挙げると、冷媒が二酸化炭素である場合、第２圧力
（Pth2）は、５MPaに設定される。第２終了条件は、第１動作開始から予め定められた動
作時間が経過するという条件である。例えば、動作時間は、第１動作の継続によりレシー
バ（41）内の圧力（RP）が十分に低下しているとみなすことができる時間に設定される。
【０１３８】
　第１終了条件および第２終了条件のうち少なくとも１つが満たされるまでステップ（ST
21）の処理が繰り返され、第１終了条件および第２終了条件のうち少なくとも１つが満た
されると、ステップ（ST22）の処理が行われる。
【０１３９】
　　　〈ステップ（ST22）〉
　制御部（200）は、第１動作を終了する。この例では、制御部（200）（具体的に利用制
御部（18））は、利用膨張弁（71）（第１膨張弁（V1））を開状態から全閉状態にする。
また、この例では、制御部（200）は、必要に応じて利用ファン（17）を駆動状態にする
。具体的には、利用制御部（18）は、熱源制御部（14）による制御に応答して動作し、利
用ファン（17）の駆動が必要である場合には、利用ファン（17）を停止状態から駆動状態
にし、利用ファン（17）の駆動が不要である場合には、利用ファン（17）の停止状態を維
持する。
【０１４０】
　　〔実施形態の特徴（１）〕
　以上のように、この実施形態の冷凍装置（1）は、圧縮要素（20）と熱源熱交換器（40
）とレシーバ（41）とを有する熱源回路（11）と、利用熱交換器（70）を有する利用回路
（16）と、制御部（200）とを備える。熱源回路（11）と利用回路（16）とが接続されて
冷凍サイクルを行う冷媒回路（100）が構成される。冷媒回路（100）は、レシーバ（41）
と利用熱交換器（70）とを連通させる液通路（P1）と、液通路（P1）に設けられる第１膨
張弁（V1）とを有する。制御部（200）は、圧縮要素（20）が停止状態である場合に、レ
シーバ（41）内の圧力（RP）が予め定められた第１圧力（Pth1）を上回ると、第１膨張弁
（V1）を開状態にする。
【０１４１】
　この実施形態では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧
力（Pth1）を上回る場合に、液通路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）を開状態にする
ことにより、レシーバ（41）内の冷媒を利用熱交換器（70）に移動させることができる。
これにより、レシーバ（41）内の圧力（RP）を低下させることができるので、圧縮要素（
20）の停止中におけるレシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制することができる。
【０１４２】
　また、圧縮要素（20）の停止中におけるレシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制する
ことができるので、レシーバ（41）に要求される耐圧（圧力に対する耐性）のレベルを下
げることができる。例えば、レシーバ（41）の肉厚を薄くすることができる。これにより
、レシーバ（41）のコストを削減することができる。
【０１４３】
　なお、第１動作では、レシーバ（41）から排出された冷媒を、利用熱交換器（70）だけ
でなく、液通路（P1）にも移動させることができる。液通路（P1）は、熱源ユニット（10
）のレシーバ（41）と利用ユニット（15）の利用熱交換器（70）とを連通する通路であり
、熱源ユニット（10）内に設けられる通路（配管）よりも長い。したがって、第１動作に
おいてレシーバ（41）内の冷媒を熱源ユニット（10）内の部品（例えば熱源熱交換器（40
））に移動させる場合よりも、レシーバ（41）から排出することができる冷媒の量を増加
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させることができる。
【０１４４】
　　〔実施形態の特徴（２）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）は、熱源回路（11）が設けられる熱源ユニット（10）と
、利用回路（16）が設けられる利用ユニット（15）とを備える。第１膨張弁（V1）は、利
用ユニット（15）に設けられる。
【０１４５】
　この実施形態では、利用ユニット（15）に設けられる利用膨張弁（71）を第１膨張弁（
V1）として使用することができる。これにより、利用膨張弁（71）とは異なる膨張弁を第
１膨張弁（V1）として液通路（P1）に設ける場合よりも、冷媒回路（100）の部品点数を
削減することができる。
【０１４６】
　　〔実施形態の特徴（３）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）では、制御部（200）は、熱源ユニット（10）に設けられ
る熱源制御部（14）と、利用ユニット（15）に設けられて第１膨張弁（V1）を制御する利
用制御部（18）とを有する。熱源制御部（14）は、圧縮要素（20）が停止状態である場合
に、レシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回ると、第１膨張弁（V1）を
開状態にすることを指示する開放信号（SS）を利用制御部（18）に送信する。利用制御部
（18）は、開放信号（SS）に応答して第１膨張弁（V1）を開状態にする。
【０１４７】
　この実施形態では、熱源制御部（14）と利用制御部（18）との動作により、圧縮要素（
20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回る場合に、液通
路（P1）に設けられる第１膨張弁（V1）を開状態にすることができる。これにより、レシ
ーバ（41）内の冷媒を利用熱交換器（70）に移動させることができるので、レシーバ（41
）内の圧力（RP）を低下させることができる。そのため、圧縮要素（20）の停止中におけ
るレシーバ（41）内の圧力異常の発生を抑制することができる。
【０１４８】
　　〔実施形態の特徴（４）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）では、冷媒回路（100）は、レシーバ（41）内の圧力（RP
）が予め定められた作動圧力を上回ると作動する圧力逃がし弁（RV）を有する。第１圧力
（Pth1）は、作動圧力よりも低い。
【０１４９】
　この実施形態では、第１動作の実行の要否の判定基準となる第１圧力（Pth1）を圧力逃
がし弁（RV）の作動圧力よりも低くすることにより、レシーバ（41）内の圧力（RP）が圧
力逃がし弁（RV）の作動圧力を超えて圧力逃がし弁（RV）が作動する前に、第１動作を開
始することができる。これにより、圧力逃がし弁（RV）が作動する前に、レシーバ（41）
内の圧力（RP）を低下させることができる。
【０１５０】
　　〔実施形態の特徴（５）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）では、制御部（200）は、圧縮要素（20）が停止状態にな
る前に、利用熱交換器（70）内の冷媒が熱源回路（11）に回収されるように冷媒回路（10
0）を制御する。
【０１５１】
　この実施形態では、圧縮要素（20）が停止状態になる前に、利用熱交換器（70）内の冷
媒を熱源回路（11）に回収することにより、利用熱交換器（70）内の冷媒を熱源回路（11
）の各部（例えばレシーバ（41））に貯留することができる。
【０１５２】
　　〔実施形態の特徴（６）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）は、利用熱交換器（70）に空気を搬送する利用ファン（1
7）を備える。制御部（200）は、圧縮要素（20）が停止状態である場合に、レシーバ（41
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）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を上回ると、利用ファン（17）を停止状態にする。
【０１５３】
　この実施形態では、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧
力（Pth1）を上回る場合に利用ファン（17）を停止状態にすることにより、レシーバ（41
）から排出されて利用熱交換器（70）に溜まる冷媒と熱交換した空気が利用ユニット（15
）から吹き出されるという事態を回避することができる。
【０１５４】
　　〔実施形態の特徴（７）〕
　この実施形態の冷凍装置（1）では、冷媒回路（100）を流れる冷媒は、二酸化炭素であ
る。
【０１５５】
　この実施形態では、二酸化炭素を冷媒として用いることにより、冷凍装置（1）におい
て、冷媒の圧力が臨界圧力以上となる冷凍サイクルを行うことができる。
【０１５６】
　　〔実施形態の特徴（８）〕
　なお、レシーバ（41）内の冷媒の圧力は、冷媒回路（100）の低圧冷媒の圧力（具体的
には蒸発器における冷媒の圧力）よりも高くなる傾向にある。したがって、第１動作にお
いてレシーバ（41）内の冷媒の移動先となる利用熱交換器（70）は、第１動作が開始され
る前（具体的には圧縮要素（20）が停止状態になる前）の運転動作において、蒸発器にな
っていることが好ましい。このようにすることにより、レシーバ（41）内の冷媒の圧力と
利用熱交換器（70）内の冷媒の圧力との差によって、第１動作におけるレシーバ（41）か
ら利用熱交換器（70）への冷媒の移動を促進させることができる。これにより、レシーバ
（41）内の圧力（RP）の低下を促進させることができるので、圧縮要素（20）の停止中に
おけるレシーバ（41）内の圧力異常の発生をさらに抑制することができる。
【０１５７】
　（その他の実施形態）
　なお、以上の説明では、第１動作においてレシーバ（41）内の冷媒が室内ユニット（15
a）の利用熱交換器（70）に移動するように冷媒回路（100）が構成される場合を例に挙げ
たが、これに限定されない。例えば、冷媒回路（100）は、第１動作において、レシーバ
（41）内の冷媒が冷設ユニット（15b）の利用熱交換器（70）に移動するように構成され
てもよい。また、冷媒回路（100）は、レシーバ（41）内の冷媒が室内ユニット（15a）の
利用熱交換器（70）および冷設ユニット（15b）の利用熱交換器（70）に移動するように
構成されてもよい。言い換えると、液通路（P1）は、レシーバ（41）と冷設ユニット（15
b）の利用熱交換器（70）とを連通させる通路であってもよいし、レシーバ（41）と複数
の利用ユニット（15）（この例では室内ユニット（15a）と冷設ユニット（15b））の各々
の利用熱交換器（70）とを連通させる通路であってもよい。
【０１５８】
　また、以上の説明において、圧縮要素（20）に含まれる圧縮機の数は、２つ以下であっ
てもよいし、４つ以上であってもよい。また、圧縮要素（20）は、複数の圧縮機により構
成されてもよいし、１つのケーシング内に設けられた複数段の圧縮機構により構成されて
もよい。
【０１５９】
　また、以上の説明では、冷凍装置（1）が室内ユニット（15a）を構成する利用ユニット
（15）と冷設ユニット（15b）を構成する利用ユニット（15）とを備える場合を例に挙げ
たが、これに限定されない。例えば、冷凍装置（1）は、温蔵庫の庫内を加熱する加熱ユ
ニットを構成する利用ユニット（15）を備えてもよい。
【０１６０】
　また、以上の説明では、冷媒回路（100）に充填される冷媒が二酸化炭素である場合を
例に挙げたが、これに限定されない。冷媒回路（100）に充填される冷媒は、二酸化炭素
とは異なる他の冷媒であってもよい。
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　なお、圧縮要素（20）の停止中にレシーバ（41）内の圧力（RP）が第１圧力（Pth1）を
上回る場合に、第１動作とともにガス抜き動作が行われてもよい。ガス抜き動作とは、ガ
ス抜き弁（46）を開状態にすることで、レシーバ（41）内の冷媒（ガス冷媒）をレシーバ
（41）の外部（例えば中間冷却器（43））に移動させる動作のことである。
【０１６２】
　また、実施形態および変形例を説明したが、特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱
することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう。また、以上
の実施形態および変形例は、本開示の対象の機能を損なわない限り、適宜組み合わせたり
置換したりしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６３】
　以上説明したように、本開示は、冷凍装置として有用である。
【符号の説明】
【０１６４】
１　　　　　冷凍装置
１０　　　　熱源ユニット
１１　　　　熱源回路
１２　　　　熱源ファン
１３　　　　冷却ファン
１４　　　　熱源制御部
１５　　　　利用ユニット
１６　　　　利用回路
１７　　　　利用ファン
１８　　　　利用制御部
２０　　　　圧縮要素
３０　　　　切換ユニット
４０　　　　熱源熱交換器
４１　　　　レシーバ
４２　　　　冷却熱交換器
４３　　　　中間冷却器
４４　　　　熱源膨張弁
４５　　　　冷却膨張弁
４６　　　　ガス抜き弁
７０　　　　利用熱交換器
７１　　　　利用膨張弁
１００　　　冷媒回路
２００　　　制御部
ＲＶ　　　　圧力逃がし弁
Ｐ１　　　　液通路
Ｖ１　　　　第１膨張弁
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